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シンボリック相互搾欄論のエッセンスi)

桑原　司

奉献昔トゲ:トで-･S三ふ/酌､相弼綿糸協(以Fs給を一七とLT.淡の磯離i打鍵朗しようとずる包めであるsユ河張銚さで～錦九か､能会軌と払

緋糾なるも於と照射}三日増沢噴t.望iSi蔓:おいで機知と払藤松な怒れ力:=耳ム食感L:て事をめ鞘入朝々人目こより,鶴城各打rg:<纏雄えらか

T:i鳩鵬.三経た　モミ1 i､た雑食鮒機をこ縛形成垂れてゆi号脚と樵…え三を身汀いる舶ゝq観舶寂粂1如lことが喫(,かた恕璃古漬3ン-守-においで欄

金肥3とは.狼か纏｢怒絶ち郎袈軌から凍顔の緒鎚法主b i-傭紅姦軍旗婚壕や投鰍よを5号{ ･つの捧鶴み3雀塵的し十号的きちの鴨みミニ的船舶

鋭く艇轟が卵5Ti…7㍍は,:と｡と壁えち部でi与るふ之軽舟-マ､一に如ibで､機動と乱的技師相へ約番逆銑詫トに, i松軒の敵之j打鞍三軍掛号-

7.ぺ,jヂ√プかi-j経た江川出身の恥塩iという㌻二つ吟雄武i蜜it餅に挺越し積たた砦をこの各村鍵と為るも恥と捉えか門〉こ';増｡ 3さすji,.-7-に駄～では≒

機動ともゝう青緑鞘-(でいる岬染減j桝轍三､そ出髄東捻ち?に和郎/る常人私絶えず締朝野乾一社感g線番を氾細密釜を鱒釦～ことが･後

金よい3)も郎&.縫え郎鳩成させ減細る終結として鮮見な狩ればなt3ない､そiT)聯山となることダ以上縦;恋が樹ちかに貨にうた十歳た嶺犠iLt　ヒ′緋)克糊畿･

号音秦税をもとに､ザ払　ン7 -細l糾煎兜節披く｢行為者の朝動からジケア17汁-I"Jlj章二対す右舷鴨栂な鱗館が試みら約束だ音一挺か峯へ讃1 ㌢f油新幻破瓜こかきち

i,3アブかチ鮒ナうぅ二鞘L ri孟≒そ由宇行為軌に浮鳩山桝を清めか増で蒔蚤ことi獅鮮発寒が総廃す毒す紺熟寮$減衰と払練しこ準為郎鳴

動やP屯打紬磨i絹で1郎蜜で研究部こよる山嶺筆触や鉛磯でしか即)招ないこと-この3演が喫ち郎二郎概ク範も鶴沖掩灘駕泉たま-でと鉛の大

磯採･掛金輝を総額紅潮HJ粥∵患ことが今後ilj藤蕃な線塔幻ひた73となることが嶺紡称こ確認された分

序牽　関越胡所在
いわゆ凱　シカゴ.ルネサンスの一光を形成する､ハ-パートブルーマ1BltimS瑛母

触rt Ge印筆録撃鰍l督87)碍シンボリック相克搾摺鎗(symbolic jnieraeh'融郷才が1 TjY-リン

ガを専心と骨董横遷機能義教社会学やt GAランドバ-グを中心とする社会学的寒産業嚢

を塵棒室数　蚤馳判し､それに代わる分析枠組みや研究手法を発展させようとしたことは

良く知られているや　とりわけ､その分析枠組みに開しては～　これまでのわが塵の研究にお

いて猛.それが擾嘉する機的社会j観が轟宅評価きれてきた｡すなわち､社会叡｢主

体的人指凱i擬浄　衛)によって､形成･再形成きれる｢醜動的な過程lないしは㌢変動

的｣ ｢饗威発巌約jなものと捉えるゝそうした散会観が高く評価きれて澄た串本掛怠､プ

ル-管-殿シンポリツタ相互搾用飴が持つ､分析枠組みと研究芋接という芸のここ7°の側面

のう敬嘉として甘前者の穐繭に焦点を当て､漁を展開しようとするもめである串すなわ

ち轟轟線プル-守-殿シンボリック灘覚摩周諭が持つ､ r数的基金J観なる革_率の畢寄

附内案驚検銅することをその目的としている孝

ではt塵揮なる観嚢から､その検討を行うめかや春繭では､卿越生

重さ･1王∴鮭ご左息杜金主旦捜魁が如何なるものと把握されているのかくないしは論理上､

垂蜘kそうした観劇瓶この社会観を観翻しようとして
いるやより炭塵的に述べるならば､本論は､以下のtI三つの問いを､プル-管-のシンボリ

ック禰宜倖招魂を素材として､解明しようとするものである番

目シン酔い〆夕相克作用論において､職人の㌻社会化｣ (S頑al癖南朝と払如何なるも

のと把擬されているのか8

2きシ:JQ郵jッタ欄覚搾細論に轟いて｢能会Hsockty)と臥如何なるメカニズムを通じ

て､その個人(観々人)により､形成きれて妙くものと捉えられているのかぐ

3)また､そうした社会が何故に遵形成されてゆくものと捉えられてむ立番のかや



雷うなれば､本歯は､プ]巨-マ一朝シンポuッタ相電拝用論のパー--スぺタテイブから｢社

会学{J-.機番問題｣を解こうとするもg)である苛　という都も､これまで針プル-マ叫のシン

ボリック堀登拝欄論に関するわが国の諸研究においでは､まさにこ蒔税務関越を忠頚にお

いた研究が塞鮭なされてこなかったと捉えられるからである¢

なお､如上の'目的を遂行する上で､看過L/てはならない藍更意論点がある仏それ私層々

人が社会化されるそのメカニズムとは如内なるものな鞘か､儲奇人が社会を形成するその

メカニズムとは塵何なるものな6rljか洩そして､そうした後金が桶故に轟形成への扉を開く

ものと捉えられなければならないのかくその教理的必然性とはどのように説明されるのか) ～

この三つG潤いを､ブルーマ-のシンボリック磯豊作周諭の概念約韓宥となっている　鳩

己相互作用Hs甜壷紐丁鑑如き概念との確固たる結びつきのもとに明ら糾こしなければならな

おはいう敏感である分すなわち､奉読は書　この自己相互拝用概念との液相たる結びつきの

もとに､巨視釣三つの問いを解明しようとするものであるむ

第1牽　自己相互作用と行為
まず第1酎∨ニおいてほ,意として､上記の問い日の解明が企図きれている等　またそれ

に付随して､ブルー-守-における｢細入と匪静との関係｣把纏,ならびにt r行為j把握

の解明が企図されている6　プ)レ-マ岬のシンポ断?タ細亙作用論において､その観念的柱

石と敵っている鳩己機宜搾軌とは､プル-守-によれば､鳩分蔦身との相互作用｣戸

n蜘弧主軸秘紬ones噂とも貰われ､それをプ尉-常州は､ ㌻文字だおyL.3～個人が自分自身

と補選搾縄を書守っている遠投lであるとか､ ｢個人が百分揖身に対して許し藩丸げ,そして

それに対して嘉臆せる`というコ三見二炉-ションの　一形態jであると姦覗しても,鳩oす

なわち､他者離別滑で行う教会的相克作用を自分白身と行うのが､換雷ずるならば､他者

との社会的奉臓灘用を題丸の内に内在化帥er'滅iZ可さ経たもの那,プ)i/--マJJj貰う鳩分

自身と捌:日登酌拍jすなわち　鳩己埴寛搾軌　に勉ならないさ　またこの概念は､プル-冒

再三おいては.懐前日illdit:血r漉丁解釈｣桝erpTetation)からなる鳩釈明鼻韓日proces
守

s ｡日Il鹿甲鰍叫と閲義で雛蟻れているも覇である金かねてより,紋61':昭が緒拝脚こ開
IFる党静に閲も〆ては､それが｢社会化j如ci蛸芝atio頑に関する議給を着通した｢巨観巨養l

鞘なも鞘である､との批判が提示されてきたが甘木輩は､そうした批判に対する反論とし

ての位機づ持亀有しているD

自己相寛作用観念を軸とする､プル-マ一昭シンボリック相互揮用論において､ ｢社会

化｣師｡混董芝乳触纏は,敗者との散会翻随伴網を丸秘付ける機養親凝固動画触mes o

f d頭痛i叫と､由己との相互搾招く肖己相克酌齢を方向付縛る巨人般化銅もた堵/]の没

讃勘tge批紹嗣盗む狛o噂という二つの解釈枠組みを､個人が､白己を取捌摘む機番たちの集

団｣ (那甲0度がheTS)から獲得し､そうした枠組みに､自らが営む相互搾郵<=おける解釈I

麗轟を割墓碑律,られること,と捉えられているなブルーマーにおいて,解釈暮定轟とは､
--般化された綿々の擾都の獲得-定義の蒲鉾式の感得--般化された諸考の寵割に方圃付

けられた自己相互稚用における定義の渚図式の吟味-その吟味の練乳勝正V確定された､

薮窪登定義の謂開式妻=基づく外界の知覚紬eye画哩､という-一連のプロセスと鹿見られてい

る｡このプロセスこそ､憾味付卑日脚1鯨油蜜､)ど m紛mi豊)と呼ばれる潜みに他ならな拭

なお､緑化お机て塾箆とは,プル-冒-溌おいては一　㌢車乗の健等翫匝郡長d of rea坤)



を意味し∴プ針-マヾ-再三おいて｢人間j　と払そうした凝集の粒界ぐ社数的*物的環境享

に取り弼荒れた存産と捉えられている秒人間は､上述碍蕃味付孝の営みを通じ五この際

界から.酢,芸をこと･3て蔚晒親日壷紳輔を才簡潔する存在と捉えられている村なお･プ躯--

管-パこお鉦訂(意味村軌とは､ある　魔の昭-スペグテイブj紬捻明暗由緋こ基づく機3

覚j　と同産タ,にとと鰹克ちれている&　という点をふまえるならば. ｢対象lとは､そ緋';

-スペヴテイブによって太閤が捉えた､現素の世界のある-膚の部藷であるとも表現でき

る.,プル-マ司豊､このr対象｣を､機約対象目頭画だ.ql画画､磯条約対敵匝ぬl

廟e頭, (抽象的対象｣紳紬et砺廟の霊.=艦永別L,ている抄

入閣にたっての晒凱匝orld)とは､こうした｢対敵から重畳練成潰れるものと捉え

られも　太間接この意味での｢健勝j卿を手に住んでいる村そ孤酸味で､プル-マ-にお損て

｢個人と艶界と碍綿棒j　とは,入間による敬界も魂窯の健終)に対す愚自己相亙酵用を通

じた解釈#星戴く意味付軌〆知覚)毒=よって定められるものと捉えられていることになる¢

とはいえ､プル叫マ-においては､個人と世界との関係が,人間による世界に対する-～

カ的な解釈一定義によって決定されるものと捉えられているわけではない｡なぜなら､腐

釈･定義されるその艶界,すなわち軍楽の艶界には､ いつでもそう した解釈事定素に対し

て｢誇り速Lj担k b往瑚してくる可能晩が存在するものと捉えられ耶撒からである¢ま

た商人は､そ諾〕 ｢語り返Lj　を無塵として, g瞳の解釈#定義の妥き劉生巧拙rqを知る･=と

が出来.そQI堀紫として､畠らの解釈k定義を修正することになる｡し浩がって.ププレ--

マ､岬におi,議て事　閑人と政界との関係とは､僻太による世界に対する解釈1定義によって--

轟約に銀髪垂れるものと鍵見られてはなちな扶ブルー-､マ一一吏お鉦で､機先と世界との関

係とは､禍根=よる世尉二瀦ずる解釈･定義と､陛界からその解釈･定義に射して寄せら

れる｢潜り返し｣との麹盈観象を,き.相互揮用を通じて､亀を誓形成◆翻観覧卵もるものと捉

えられなければならない｡

こうした｢潅丸と粒界との閑軌把塵をふまえた上で､ではやその個人幻｢行為Hacfio

可とはサ如何なるものと捉えられるのか守プル--管-弓こおいて行為い{-個人的行為｣ (indiv妄

血al艇揃とは､まず何よりも､現実の推断=対する㌻適応Hfit,a哩は瑚活動と捉えられてお

りL　それは.鶴寒の政界からの語り返しを嚢磯としたも絶えざる形成I鱒形成を余儀なi

きれるものと堪えられる¢プル-~マ司法この昭麹jを､ ｢衝軌榊〕uu嘲- ｢知敷(per

α離如/i-く･サ｢撞搾h tmaぎ'画a如nP ｢完厳J極印S脚酎i頑という一連のプuセ調蟻なるも

のと捉えているが､上記の｢個人と世界との関係j　に関する知見をふま見るならば､この

プ臼セス猛､ ｢衝動j -恥･ - I- ｢完結jで完結するものとしてではなく､ ｢衝動j lき

叫-　--　号邑賭｣日　--r* ｢衝動j　2) -. ･ ･ ･-｢衝動j　訊き　と絶えず継続して行

くものと捉見られなければならないことになる.

第2単　機互搾周から社会へ･--形成されるものとしての社会--
続く第2掛こおいては､幸記の問い2)の解明が企図されている潜プ､jレーマ-'J-:)シンポ

牛ソク着日互揮汚′磯毒=おいては､上記に鎗じた｢行為｣が､個を入間におげで¥相互に取り

交わされている場合,それは㌻社会的相克搾甫Hs飯浦inte郡はtiorl)と呼ばれ､脅れをプル-

マ-は､鳩己柑庄作靴の介在しない｢非シンボリック相互搾乳押掛鞘mbOiic intcT.,-Cti

く一m)と､噂己矧狂作動の介在する㌻シン鮮拍タな相互作動軸油壷折紙Ta血叫の二



つに東別しているやその上でブル-守-は､商事の相宣揮欄を､ミ-誉田言う　㌻身振り食

軌軽脚聡給油約0宮野軸画と､そして後者の額重曹糟を､ミ-ドの言う｢有馨碗シンボル

母機動画扉扇gni員棚‡野時鳳毎と同義なものとしているやとはいえ手本肇での畿論の結

果､後者禰那‡搾郡こ掻､より逆確に蛙､東だ閥意味シン郵机が成立していないもの

の､相互搾緋二歩宣している鱒考太が､革命蔦己相互搾用の営みを演じて､常澄妹シンボ

ルを成立させようとしているシンポuッタな相互搾用と､成立した嚢で凝犠シンボルを磯舟

として紺わ離る欄畿犠シンボルの使用lと観轟のものとしてのシン酢jモブタな碩葦作用､

と鉦う二つ潰シンボリックな相互揮用が含まれていることが明ら糾こされた缶　プル-マ-

において､ ｢組合j g r入閣の社会｣糎mJdn SO壷を湖と猛,シンポ塁やブタな掘寛稚頗め｢座

乗約離熟睡i如頑からなるも覇と擾えられ-ぞお堀立坪用を､プ揖-マ-ほ､ ㌻ジョイ

5月､.アタシ､づンJ断面鮮紬再ないしはrトランスアクションj糎一路鮎霊i画と呼Ajで折る中

東は､こej寒轟的形塵としてのシンポリッタな確立作用こそ,上記の㌢智者嫁シン剰ipの

使用j　と阿轟潜ものとしてのシンポリッタな補選搾鄭こ飽ならな拭い紺碧､プル-マ-

に革いて､組数とは､そうしたジ讃イント･アクションが､適時釣糸準郵こ相互に折埠蚤

なったものと癒えられている攻その窓味で､プル-マ弓こおいてほ､ニめジョイン斗≠ア

タンョンとは､社会めT凝泰約単位j　として位置づけちれていたq

プル-守<-においては1ジョイント.アクションの形成は､シンポリヅ夕食相互揮欄に

おHでな塗れるものと捉えられている苛すなわち,シンボリックな碩蔑榊胃を通じて､そ

嘩藤森的聯藤等あるもう---つのシンポりッタな梱茸拝顔(ジョイント■アタショ封が形

成馨れるものと髄見られているや　ここでシンボリックな相互作用と払　プル-守-におい

て私ある欄振りj嬢estur毎の提訴と1号の身振りの(牽動画ean唖に対する--つの反

応と定式杷登れているやきちに身森り接､それを授戒する者と,牽弟が両津られる宵との

双郵こ射して嚢磯を締ち､間者に対して身凝りが閣じ普味を捲った数滴郵墓相瓦に理解

し合っている>　とプル-マヤ-においで紘捉えられている身この欄糞に腰解し合っているl

状態と私　二再iJ-マ司こおいてほ,翻身九時断こ､閥避簸シン翻損匝劉好転a如畔地ol)

ないし紘潤過の建軌匝mrnOn d頭由伽南画号成立している状態を意味Lzでも滝oまた有意

味シ音感舟が威窪している状態とは､より蔑確には与個華人が,各々の碍己碍宣搾路を通

じて､牽こで緩着きれている身振那こ対して､頗二聖者線を盤豊している状態を指してい

た幹が崇イントヤアクション私　こ碍智者味シン剰レなむもしは糸遊箪定義が成立すること

によっで督健になるものと､プル-マ弓=おも忘では捉えられているがそうした典歯の定義

は､樹東武汎魯己欄寛搾用の十酵鰻としての機感の考慮Htak勧告摘め拡印u舵由f t輔n

甚i地鶏沈銚頑を輝線しつつt互弼こ㌻確手の観劇と鳩拳闘湾-スペ倉デイブから見た

自分肖身の観劇の双方を亜堅旦芸歴塵∈華麗〆解釈･定義)したと蜜にのみ成産するもの

と捉えられているoまた､簡食入によるtそうした二つの観点の塾壁建壊接､その個人

が.良己を取り囲む機番たちの艶団jから､盈塾旦笠､棲々の解釈の遷飽く｢碇魂の確

固式日　ト毅化された緒身の役割j )を終穆し､そうした道具によって､その廃駅･窪

轟を新和柳きられることにより覇鰭になるものと､プル-マ弓こおら㌻て阜捕えられていたや

また､僻を丸により搾り班きれたこの糸遊の定義によって,ジョイント･ア顔シヨンは､

その規則性･家慶橡･再起港を保障される､とプ施-管-においでは擾見られていたさ



第3家　郷授戒されるものとしての社会
第3輩においては,上記の間組3きの解明が起因されて釣る企プ船-▲マー′-ほ､ ､甥で､

社会とty･謡うも朗を､滴女人により搾り拙さ甑艶㌢兼通の定養｣によって､そ擬規則性,安

定性･再起既を保障されるものと捉えつつも､他方で､社会を､多く甫不確定の可能性に

も開かれているも覇と捉えて!.sさる串すなわち､不様感性や偶然性畢筆期せぬ変事が.社会

というもSrHジョイント･アクション)が縛っている､骨の寮欝魚種教として認諌されな

ければならf雛主ことを､プji,一首-は強調している各では､何故にそう考えなければなら

ないのかo　こうしたことを､ ｢自己相互揮潤1横念との輝賦たる紡び.二jl運びきもとをこ明らか

にするということは､すなわち､負己相互稚滞概念との確固たる結びつき都tもと蔓=.社会

を醸成する三{:8,,,MJ二㌦ト･アクション甫規則性･資産性や再起轍が維持され続けると拾うこ

とが､零粟上　不可能なことであると雷うことを明らかにずることを意味する8換ぎする

ならば.弛麓鉛悪童が経挿され続ける昭縫性が存在し得ないことを､自己摘蔑搾用機念と

の関わりgj態とに明らかにすることを食味する塔

プ淋-管--毒こおむうて､ ｢共通の定義｣が維持されている扶儀とは､すなわち､梱れ人の

間にF宥愈轍£′ンポ3むjが維持されている紋幾を意味していたら　また､そ蛮状態をプル･､-､

マ一一は. ｢ある身振りを提藤している入閣がVその身振りが向けられている敗者と同じよ

うに　洞ピ鬼畜で〕由ちの身振りを見ている｣状態と捉えている6　こうした拭感が維持さ

れ続ける患給には,身凝姿ヨ整理嘉している入間は､その身振りが櫛づ鼻れて障る地番を,

ある予定の盈差でその身振りを見てを鳩他者として､自己相互搾用を通じてi解釈･定義

し､かつ登うした解釈･定義が妥当なものであり親好なければならないG　ところが､そう

したことを不真鯛邑暮こする樽性が汚　この塵登にはある各

党に本線窮ま翠で明らか怒されたよ別こ､プ捗-軍司こおいては､ある髄友を取り巻(

潤凱細浦蓮とは､その潮人にとっての機雛(o糠鴫から壁塵なるものと捉えられて

いる錯　牽鶴紋1個人とっての｢他者j　と掃う存荏もまぬ､その轡丸にと-3ての　r対象｣の

磯として蛙営づけちれて障ること春≡なるの　ところで｢対象j　とは､鬼にも論じたように､

御大がある　魔のパ-スペタデイブにしたがって知覚した蛋すなわち､良己相互僅用を通

じてある　魔幻惑喋を自尊した上｢現嚢の世界｣のある′魔の離分を指すから､ ｢対象｣

とは､甥で僻AIによって知覚されたものであると同時に､他方でT虜架の健勘　のある
-魔の滞分でもあり続ける､とをもうことになる申　開轟に､ ｢他軌　という存在もまた､ --),

寿でそ鵡額丸善;:よっで知覚されたものであると岡時にY　他方で､ r壕嚢揖世界｣のある一

定甫部労でも機り続ける､ともbiうことになる串　ではモ　モの｢現業の艶界p,とは如南なる特

性を宥するもeJiさと凝えられていたのか⑳　光に第1嚢で明らかにきれたように_. ｢現嚢の世

界｣とほや樋丸によるその陛静に対する解釈.定義に対して,邑三笠塵犠tj返し｣して

くる村能性を捲った存在と捉えられてfv'5たせ　ま酎薗太は､そのr語り遍Lj　を嚢樵とi〆て.

自らg∋解釈r産経の妥当性の如何を知ることが出来､その結果とし管,畠藁の解釈･定義

を修正することになる｡さらに､そうしたr語り返しBが生じる可能性がむさつでもあるが

敏に､膳｡友が,ある　磯の解釈･建義をY.妥当なものとLlて用い続縛ることは､事案上､

不p摘監査ことと凝見られなければならないこと首･.=なる｡ある個人にとって<373 T他者｣とい

う存窪もまた号　その現嚢の難界の領域阜封鼓趣するもgjであり.それ駿､個人が､ぞ瑚扱者

に対して持ったある-濠の解釈･産義凱妥当なものとして用い続けることもま度t　不可



能なことと捉えられなければならな齢各地者が持つこうした殖健を指して､本論は､他者

のr,華軍規J性と名相けた辞

以仁ここ霊で那議論を踏患見るならば､凍Iitのように結論ゴけることができる･Jすなわち､

ブパ〆-争　覇三/;/ポリック相互拝周論にお損ては､ ｢東通の定義jなるも都が激動に維持

され続けるとな膏ことは､番嚢上､不和能なことと捉えられなければなちなもJIc何故なら,

鈍通の定義が嫁縛され続けるためには､凝振ipjを豊前している人間捜､牽5,3脊振腎が跡す

られても′鳩地雷を.ある-盤の見方でその身振りを兇ている絶勝として勺　潤己嫡蒐搾用｣

を通じてt解釈･建嚢し､かつそうした解釈す定義が妥当なものであi.'3続けなければなら

ないが､解釈･定義されるそ緋色者には, いつでも脅うした鯨釈t定義に対して｢語り返

L｣する鵬巨轍がある､という特性があり　∈他者gj ｢不関配j性3 ､それ舷､そうした解

釈 定義が鱒澤されなければならない覇能性がいつでも存在しているからである｡

終章　経験的研究へ向けて--シンボリック相互作用給の研究手法
の批判的検討-`- ---

終劉二親克ては.第漫敵第2乳欝3車で明らかにきれた､プか-管-.-･gj ｢動的社会｣

観を､経験的捌爽証する換証掌紋としての, r行為者の蘭点HSian軸油i甜触aetor挿ら

のアブuト　矛について､議論が割かれて折るな

漆鶴革ま輩､第2翠､第3準で明ら翻こされたの私　プル-冒-Zのシ=/ポリッタ相互経

済論のiZ隼スパ潤子イブから捉えたr動的社会j観の弼霧である汎楼苗するならば､ ｢シ

ンポリッ少な桶捌鞘はレこの社会HiWだ鹿lぎ畠S S),mb戚e inieracLio頑というプルJq-のよ

<到られた義塾からも分かるように､プル-マ再三と-3て｢社会.とは､まず陶よiljも､

入閣間帝社会約相互縛用(その癖東駒形嚢がトランスアクションであをjジョイント･アク

ションであった)が折り蓋なった態のとして捉えられてi,蔦た鞍　したがって､プ矩-管-の

シン動力jク瑚鑑揮絹静においては､社会的相互揮用とは,社会の避寒簡単綾糾抱ならず､

それ駿に､そ潰基率的単櫨である散会的朝塞搾網(トランスアクション〆ジョイントキア

クション)を樹究すれば､ F′入間の社会｣糎nっ盈13 SOC勧y綾いうもg:3が捧且を弟樽宥め性

質護等明らかになる屯　これが､ブルーマ-がシンポ㌧巨yク璃宣作用簿とも噌立場からiJ/,こてた

社会に射する艶艶であった昏本給親王軌　第2牽､第3夢の轟試論鑑より明らかにされた

社会的確掌毒澗三翻巴轟を提示するならば､それ隠次のように捉えられる¢す恕わ私社会的

用意作用とは曳　そこにおいて､産頼こ職掌が不村税的な存在となTが銅もる個々人が､各々

の日記欄葺新開陣--･形態としての｢考慮の考慮卓　を離楼しつつ¥互摘= (相筆の観点.と

r婚華葺)パ…-洗ペタデイブから見た自分白身鵡観点｣の双方を探り食う(憲姦し奮う)過

産である､と疑えられるをすなわち､そこにおいて,鰯老人は. r考慮擬勢厳｣を駆使し

つつ,細筆がど62<∋ような観点を持った存窪であるのか( ｢細事の観点重き　キ　また相手から

見て､負う封や運慶はどのような観点を掩った存在と捉えられているのかく｢締拳のパ-スペ

グテイブから絶た鉦分留身の観点j )という､この二つの事柄を絶えず懲麗(解釈･定義き

し倉わなをづればならない†そうした過程として社会的相互搾用を把捉することが摘来るo

また離艦相手が不村税的な存在となっているが故払必然的に蘭登板諾､蔓定義を余儀

なくされるt,fpv<!."fあり､それ駿に.その柏鷲作用は絶えず達磨を余儀な<盛れる匂　これが､

本論から得ち離た社会的欄寛稚欄把感であった昏　ところでや　プ施-守←のシンボリック相



登揮描線よ醐㌢たこの社会的相姦作欄把握は､紋の方法静においては1感受雑念j陳nsiii･zi

噸ty棚嘩併華矧こ/入るものでありも薫れ敵当然この相互作用把鰍ま､そこより湛輝約に

哩諭を構成して葺かくその前提として釦弼視i絶対視きれるべきもの,では窪<:､そ鉛妥当軽

を個府刺身の縫敦的樫界の個食劉身の事例龍照らして､そうした潮孝則身覆挙例が持つ､

執脊髄考の塾欝健を引き出すという贈で､検証されなければなちなを滝頂となるo

プ)巨マ再認.社会科学のとるべき理想的検証お経として､咽療約接演目桓蜘湖南庇i

鴫頓才法翻畳真贋しているが､それは､ブ矩-守-によれば､閣死顔露蘭となる概念と経験

的観察と鉛軽免閤なをを相姦搾乳桓細ifluZ>p,g ifl陀-痴れbc紬Cej領基u甜醸毒d鰯a‡!d印画責

ciもl鵬酌油再を､研究者が寒路することを聾諦するものであったFp換讃するな引霊､自然

的探求とは､経親的な観察を通じて､絶えず,研究者が研究対袋に誓汗訂抱いているイメ
-.-/ジな頼"ノは認識を､検証一改訂してゆ<営みを意味して旨きる∴否は一研究劉ま妻醐r好にし

て､そうした擁誼や改訂を行うことが捌乗るとプル-管-は捉えて,1,等魔のであろうか扮換

苗ずるならば和樹乗客は如何にして､自らのイ来-ジないしは認融が妥当なものであるか

吾かを知ること的誓凍るものと捉えられているのであろうか㊤　プ光I･空-マ･-猛それを､研究

対象である｢経験的狸凱te画rieJdl wur坤から研究者掛で射-ジや認識喜こ射して発せられ

る｢抵抗｣摘血掩いしはr諮り返し｣胆k btd頭目｢暫定的嚢倒j糎g衰抱e ca総)の発射

を挙がか棺としてなされ縛る,としている｡

では.勧究密が,上記の姓会的堀登搾摺把捉もシンボリック欄瓦揮欄線Jgjりレ--卜･イ

メ-釣匝o摘前郷津を分析枠組みとして採用し,その上で､上記の肖御髪探求を行うと

すれ茎数を53餅究齢ま如何なる方法論的な立場に立つことになるの鈍プル-マ柵が堤示

す愚考鉛盗断言､卓二記の昭為潜の観点Hsla癖o細of the aC的r)からelr:澤プ三コ-.-軒出色な

ちな蟻骨一なわら､プル-守-弓こよれば,シふ.ポリッタ相互摩周線釦と,--､Y巨イ凍-ジを

分節砕緩みとこ/･こ採用し,その上で､良然約探求を拝うとすれば､研究翻意､必然的に,

昭轟審幻観点｣からのアプロ-チを行わなければならないことになるとも.もう匂本論絶壁

におもyさては､こ擬アプロ-草を塞整琶寒行するに際して伴う､緒問題`諸啓澄点について

藩論が巌鐘されている甘

夏瑠L.～ ㌻洛艶単軌(盈Ciing日払噂に轟麹をも蔑めるか暫か､という歯灘二つも.もて夢,･r行為

者a機動から6,3,アプローチとは､約貰するならば､研究者が､社会を研究するに擬して､

それを練成耳鼻昭為番の立場j伽S紬n of地金だtOT)から研究を行うこと凱線素するな

らば､牽緋誉為密の役割を取得することを書研究者に嬰締するものであった{,ところで.

ブルーマ-に凝いては､この｢行為者j　闇ま､大間個人のみならず,幾組もその範鱒にお

さめられているやそのことを明示するためにプル-マ-揺,しばしば､ ｢行為賓jに欝及

するに際して勺｢活動単線j紳軸もl朝という用憩を尉いている¢プ射…マ可こよれば､

この活動嘩鰹に務まれているのが､入閣凋太であれ集団であれ,そこうした酒勧学枚の行為

は､等しく.それらが行う解釈の過程潜所産と捉えられなければなら恕拭　またそれ故に,

そこに含ま紺こいるのが対閏蘭人であれ､象団であれⅤ研究者はそ由仁紡動肇位の役割を

放線jするという｢行為者の観点jからのアプロ-予を実行しなければならないq　これが,

プル-マ･一沼董灘である串　とはむ揉､この｢活動単位｣に塞堕をも脊めた場合､研究者に

ょる､管弦機団食体琵機剤取得が鮒那こして覇能廿だあるかについて言釣レ-丸字肘は説得的Y

体系的な説明を用意し得ていなかったことが､奉輩の議論の績纂明らかにきれた`.鶴給の



結果1 ㌢行為雛";磯点｣からのアブか-予を実作軒るに擦しては､そgj r行為者j ど r活

動制動うに払　入閣個人壁塵を含める璃淫とする結論が尊耕された甲では､そもそも｢行

為者潰観点j　整取得する､ということは如何なる事態を意味して捗る帝等あろうか金それ

揺†あり擬まま潜行為者の観点をダイ レクトに取得することを意味して締る鞘であろうか母

次にそ幻鹿について韻瀞が展開された宙

舷に､自己封艶常とも璃二人の入閣によって捜会約滴覚捧用が潜ま艶て折るとtjよう串

本源で鴇蔓れ藍知見を確まえるなら軌そうした相互作用にお齢で､∵二大は各席鳩邑相

互作動の　磯態としての｢考慮の考慮j　を行いつつt互弼こ｢相覇の観点lと｢相手

パ-スペタデイブから見た自分自身の観点j碍親方を探り合って締る｡シンポuッタ相克

倖用務闘牛成代jjテイブからするならば､社会的相互倖用は参与してを当る狩己と地番と

は､亙摘ご相手が不可視繭な存在となつpているもの､と捉えられるふそれ敏餅乗客が､そ

うした総数轍埴葦搾滑をr行為者の観点Jから弼ちかにしようとす量際をこぼ､当然ながら､

研究肇は､社会約相互揮抑こおいて,自己は他者の内藤を､他者は自己の網野を､碁当職

とこ薫は把握し塗れていな湖失鱒にある､という塑塾建前鮭を菱些細前提としても

据えた上で､そうした前提に見合った魂蛮力法を採らなければなら森組ことになる匂すな

わち､ある額友釣丙蘭はあ<までその脇丸から引き出されなければならない殿であり､そ

の癖武と摘葦揮用･蓉営んでいる他藩から引き出苗れるべきものでほなら息坪とは折渡､ここ

登毒艶等緩森島ないこと払フイ-ルドに翠壷に入る壁墓室という滞在もま監督めブイ
-J紺監おけ量-･丸のT行為者｣を=他寵ちなもゝという論点である定常怨む竃｡研究肇によ

る親密窮究とら等う行為もまたも｢-つめ解釈の過軌をこ絶ならず､牽約数は研究者闇蜜

都と好漁登欄登対象都との相寛拝聞もまた､寄しく夕.㌢磨り盛夏轟麹墨色軽の脇略

に太るもむと鮭見られなければならないことをこなる砂であるならばI:研究者艦と-jてもま

た,その大震磯鋤を取得しようと患っている行為者(対象者さは､帯呼密的な存在として

存在し耶沌雛は捉えられなけ摘まならないことi=なるやその意廃熱研究者による｢行

為番療観点j 紬綻縛という営みは､その鴎盛のあ軍のままの姿をダ戒レク昔､ほ取得するこ

とを凄味してい.急わけではない｡そうではなく,それは､ r対象者沿解釈過程に射する研

究好8}解釈通観匝cx鵬Tue如n of coz3S細et呈0両でしかあ5:B得ない苛では､そ殿解釈過程の

結果として,研究者が対象者をこ対して適用した､その解釈･定義( ｢行為蹄gJ)観点｣に関

する研究都塁感泣)の妥当性綱的凝碑にしてはかれる,a)であろう肇も会則許軒るな射諾,

研究者はそGL'/5 ㌢射簿者の解釈過糧に対す別離死者の解釈過擾jを細相は財酎ヒし得るのかo

塩は簸た濫費払　プ施-守-は､研究者によるそうした解釈･定義β)寮当性G･rj如何を､ ｢経

験的髄浄書から;;:口語り麗L,j　を事がか暮つとして演鑑することが出盛るとしているが､で

は､牽殿絹針賀.言返Lj　をどう処理しk　どう自ら嘩解釈･窒素を惨jE藍･-B軽蔑)すればよい

のかが勺　兜が二将潮では明らかにされているとは諾い雑いやその検証頂基準密殺麗した上で.

本線帝議論よを封酬ほれた社会的相瓦拝頗把捉を経験的に徐鑑する㌫とが.われわれにと

ってG',I)今穣措窮　職熱感となることが息　本論碍考察の終発､明らかに連れたC

注
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本編は学位規則を昭和28年尋月旦日文部省令第9号)第8条に

よる公表を目的として､平成1 1年度本学において博士(文学)の

学位を授阜した者の論文内容の要旨および論文審登の緒薦碍要旨を

収録したものであるo
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文博第紀骨

文博第錯魯

文樽第約号

論　　+;;≡:　題　　E

説得におけるyアタタンス効果の研究
-自由漢音の社会心理学一

日本語動詞におけるヴォイスの研究

近代静副助詞の国語史的研究

ド.Ilツ心理学史　制度論的考察

sEゞ普文学嚢現論

ドれソ観念論を芝おける｢審j藤の研究

で二.トと:/エリングを中心こして1-

申開十三､四壁紀知織太の静符と襖覇

冒率準健思想史研究

近松文茎の研二究

藤倉行為と鹿田規模の数理

宗教と観念
-ヂ温ルダーム宗教論の宗教学的研究-

イギジス開税改革運動の史的分析

民義盛義社会における政治的影響舟の不平等
-開係的繁務の階層間格差と療治番織との関連-

感情終歎帝調節に鰐する数理心理学的研究

鎌禽轟府御家Å制の展開過程

近皆武家文番の古文藩学的研究

氏　　　名　　　貫

今　磯　淘　進　　呈

孫　　蔑　　周　12

率　　妙　　熊　23

田　中　潜次郎　33

位　簡　保　子　　舶

諸　爾　道比音　56

三　浦二　秀　-　88

蓋　懸　酵　之　78

佐々茶　鈍　泰　92

木　組　邦　博　i桐

山　鱒　　　亮　まと6

桑　原　蒐　爾129

村　瀬　浄　一139

宮　瞭　孝　夫151

七　滝　雅　丸　ま60

高　橋　　　修　ま72
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単級孤穫滞

掌紋瀧番卑

学位授簸準^q日

単位軽各の襲紳

研究科.啄攻

学舷翰悪腐切

瀧文辞査薮爵

つかさ

司　拍m那

伸　上(文　学)

文博　第　惣‡野

畢癌互讃準鋸摘31王

学位規則革魂条兼1喝醜男

酎ヒ鱒火車碗A'学研発熱偶恵撫桜練鞠指呼相磯縦

社会革帯攻

社食過線の捜金学

-ハーバート･ブルーマ-Ojシンボリック相互作用端に

おける絶食観酵考一柳

('li=_塞)

敏　捷　富　原　濃　樹　教　授　姦　雄　和　親

教　授　最称川　虫　-

敏　捷　蔽　柑　鍍　鼓

教　授　海　野　漣　醜

勧教授　永　井　　噺

論文内容の敦　旨

いわゆる,シカゴりL,ネオ:,スdJ8-I-･梁を酪酸･す.あ､ハ--パ･--トグル-t･㌢…･･ (馳紺, ‡･才納金,葺′

G的櫛,王9掛l朋7)のシンポTjッ綱田互作用醜くsyrT'b鏑c l鵬くaC一加km)が､ T.パ8-･一･リンズを

や心とする構造線能吏歳社会学や, G･AJ7ンド^J<-ダを中心とする社食挙的寮詑凄轟憾搾

宣教)を批判し､それに代わる分析枠組みや研究手法を発席させようとしたことは良く知られ

訂いるや　とりねii'､その分析枠組みに関して軌これ恵でのわが閥の研究に如､て軌それが

琢添するr軌的社会j級が拓く評価紬.できた｡すなわち､社会臥r主体約人靴搬簿　衛3

-24!トー

によ,)で､相成.･再形成されるr凍恥的な･過軌ないいよr愛執的J r生成賢慮的Jなものと

湛える,そうした社会観が高く評価されてきた小本輪は､ブルーー7--のシンポi;I :Jク相互作用

鵜が持一つ､分析枠組みと研兜芋社というこの二つの僻繭のうち､ i三と~して.耐帝の側面に焦点

を肖て､鞄を嘩槻しようとするもaJである.すなわち木組は.プル-マ-のシ:-,ポリti･ク抑こtLt
I   I   ●   I   ヽ

韓相磯が将や.平助的枚数J観なるものの見方の内案を検附す量(,=と薮華併用約としているS
■  i  ▼  ●  I  ■  ●  ●  1  ■  ●  ●  I  I

で暮･ま∴如何なる観点から､そtt)榛酌を行うのか0本韓では.シこ.･Lポリック掃馴軍用嶺におい
●　　■　■　　●　　●　　■　　■　　◆　　L　　●　　●　.　　■　　●　1　4　.　J　.　L　　■　　●　　-　　′　　∫　　■　　●　　■　　L　　◆　■　　ヽ　　′　　I l　　■　　t I t t t　　■

T/ r傭人と粗食との関取が如何なるもgL)と把捉されているq)かはいしは浪世上､如何なる

I  .r  L  I  ■  ●  ●  I  ■  ●   ● 1 +

も釣女把擬離虹鱒患妙か3､竜さした観蕊か翫芸.jpj放念観を線紛払孟春とし等い竃や　より鼎

終的に漆.､ころならば､本鯨は.以下の三つの脚い杏､プル∴マ･-Q)シンポ:Jッタ轍?.T-作肘論を

素材と1/C､解明しようとするものである,

1)シンボリック相互作問輸lこおいて.個人のl社会化】くさOCilaLi%瓜iorl)とは､如何なるもの

と杷撮透れているのかb

r望)シンボリック細別も用絵において梢鳶i (S∝ieL.y)とは､如何なるメカニズムを.･通じて､

その鯛人(個々人)により､膨成されてゆくもJ)とIA':えられLているのかC

鋸　また甘骨うした祉象が約数に鰐形成離1｡でゆ毛もC.眩艇もちれでいるのか8

暫うなれば､轟鞄は､プ沸,仙骨･′甥シンポtjタダ細濫搾摺娘53パ-{謂ペ/g菅.′プから招じ数

学の頓本間軸】溝:解こシとする鮎L'T)であそlBL　というのも､これまでのブル-マ､岬のシンボリッ

ク紳嵐浄料敵に関するわが園p:)蹄研究に滋は､で軌盛酎ここの快本間顔を食覇においた研究が
●  ■  ◆

充分になされてこなかったと捉えられるからであるれ

な敵組止鉛粉的を連行斬るよでも潜過して孝まならない濃紫な醜息があるや　牽馳暗､健磨丸

が社会化きれるそのメカニ=<ふとは如何なるものなのか､個々人が祉念をirfl.L光するそのメカ.I.

ズふと捜如何なるものなの恥をL背､牽きし藍触感が将練に帯形成-ir.)腰を研くも庶yJと凍え

られ舶すればならないのか控の浪漫的必終性とはどのように硯囁きれものか上　この三つの

関を､プル…マ-のシンポtjッg締査作用敵の耽恵的桂満となっている鳩己栂射撃糊J (S噂Iト

納即旬℃ぬ1き牡鹿&の撮臓たる払び･つ尊のもとに明らかにしなを･3れ様なもないという醜嵐であ

る由　すなわも､奉繭は､この自監柵互搾用概念との魂観た養殖びJI,鳩のもともこ､上記の三:J′岬)

問い叡解明しようとするも郎であるや

慈ず第1摩においでは､妾として､上紀の閣いl)約解明が愈因されている甘またそれに付

随して,プノ抄-マ伽に緋する｢鍋ふと健勝との綿棒j把握ゝ　ならびに､ r術為!兜擬の解明が

愈際されている群　ブルーヤーのシンポ鞍ッタ和瓦作用漁はおいて.その概念的枝番となってい

るr自己相互作用｣とi･i､プ′レ-7-によれILま､ i自分自身との相互作恥(:Lr'Lerac.tior"仙onese鴫

とも粛われそれをプ,レーマ--絶J文字どお匂､牌九が自分挺身と相克挿潤を行.3ている適役J

-L?.49-



であるとか､ TL個人が持分白身に対し'て託しかけ､そしてそれに対して反拓すら.というコミ,1

ニケ-ションの-兼敏jであると発現し削､鮎,軒倒,i鴫､地番とβ潤で符弓睦金的柑叢搾朋

を自分白身とけうのが､換宮するならば,他者との社会的柏耳目や用を臥んの内に内稚化

触erIlal主監だ)させたものが､プル小官･-yO;〉漂う　鳩分自浄との確定捧軌やなお藩,鳩己紺混梓

恥に他ならない｡またこの概念は､､ブルー･†-にかいては､ [喪示J (indicalionは.r解釈J

触叩榔鎖納めからなるF潮親瑚歯髄日野弼無声滅細部や柁菅朗i柳津博轟で将を､量れ管も､志も釣で

巌愚着かぬでよ腎､舷の尉己杓濫作財経関する克親に尉信で軌それが轍金駄目ぬぬ蜘t如き

は閑する級麹を郵飽した｢義観薮轟i約なも鉛であ軌との批判が姥薪連歌一打藩たがt轟盤臥

そうした批判にIklする床曲としての陳鮭づけも軒している｡

Fil己相互作用概念を軸とす■,I,､ブ′ーマ-のシンボリック軌.tJl.作用給においで､ r社会化｣

(:so.:hli?lotion) I.二.虹他省との社会的印亙作用を方向付けるr定最の揃幽式J (schenl耶Orderulition)

ど, L証'･･-hl)柑:rl-.作Jflは己相二白｣や月日　を:)jl向付ける　r一般化された諸々の､役割｣ (ge,ler8Ei之ed

r舶浮)という二つの解釈枠組み壌∴細入が､由だ叡取yj潤むヂ地番た鳥+J確執若耶叩き成ot触r笠)

から竣将し､そうした枠組剃こ､自らが営む相克桝郎こおは馴翠択･麗轟凱如祁射丁削沌二

･と､と捉えられてい翫プft--マ叫において､解釈･定盤之.軌　般化きれた措呼の僚部の蜂

特許寮歌の猪儀式の味得--敗叱蒸れた猪命の磯鰍こ潜向帥踊れた鋸空相濫作周にお搾る露

轟の緒別紙沸吟味-骨の吟醸の練乳練庶･騰&'された､新たな鼓鹿瑚音閣式に轟づく外界03

紗那函丁岬如鉦.机､昏-連のプY:-セ弟を授えら紬でいる｡このプロセスこそ､ ㌻麿昧帝勘

壷洲ぬri噸Or印幡掛軸)と呼ばれる営み等こ独ならない.,
■    ◆

な勘p摘まにおいて外界と軌動L,I-守山におい,では､ r硯演瑚吐節目wo紬はr飽弓ityきむ蒼醸

し､プ2L,､叫､アサ-においでr尤軌　とは､敬うした携華の敬野〈社数的4物納尉雛に敵や幽恵

れた称産と捉えられている分人間章乳上洛の鷺味付卑U)簡みを通じて､こ耶ill:,鰍から､向らに

と-.,て即r対軌細知も津野成する簿塵と梗渡られている｡なお^ブルー-マーJ-におも､てr潜味

付与.主　とは､ある一淀のi′1-スバクティ::7-I (pers脚ti､√eL)に遵′1く　T知鴬｣と何歳のことと

醍克ちれている､藍も､う蕊をふまえるな緑乱r対顔書と綾､菟俄パ-潔.ペタ㌢4-3によA:,て

人間が拭えた.現乗の批界G欄か叫燭の働分であるとも米挽できるやプル--､ア･-は､ニ紛首対

象Jを､ ㌻物的対数`紬ys!(=戯至廟ett(?｡ ｢絶食的対衆目きOel虚lぬ如上ぎ観取釣対象l擁紙r牝も

壷j即.約03三つに尭馴している&.

人間にとってのr概則毎''唖とは､こうしたr対象】からのみ餅成蒸れるもの.レ捉淫ら恥

人間はこの審味でのr倣軌の中に住んでいる｡その鷺味で､プル-マ山においてr個人と政

界との関勘とは､入間によ.15際界(現実の世界)に対頂る自己相互作用を通じた解釈･定凝

腰味付卑〆知鷺)をこよって定められるものと捉えられているニ1,になる｡

Y-∨望馳-

はい息,動t<-γ新ふに鰯､､て駄細舶地券と0澗係が､人跡こよる世斯二対すか-発的

雛撃駅確執こよっ首級患細るむめ餓えも艶郡､数わけでは斬､砂なぜなら､解釈,鹿渡
t   I   ■   ■

細る考瞭催臥すなお海税吏の憾界には､い竹野賦うほ解恥定鹿に対して機甲返し｣

鮎批醜女3 ㍍でくる苛能犠瀞存耗するも根捉浸られぞいるおらである捗恵藍憐人乳営め禰

軒混翫東熊鍍紬首斗露ち瑚寧掛癒柳橋当機単軸鋼滴ることが出私その鉱教として､

麹摘解釈懐箆を落滋軒愚意と偲な竜令は透写がこ､ -i/細マ-において､偵丸女陛界摘
I   ●

簡操藍は､鹿Ajこ鏑健勝に酬Ahる解耽一審轟に嘉やて-線的に決癒されるものと捉濃紺.管

ほなら査転勤♭Y--博-濫おけet､細ふと艶静摘開鱗と私湛封洩る懐郷こ射す為将親J

澄轟と､倣静かもそ棚掌救上髭箆は削;r寄航払愚｢剛腹Ljとの絶え間ない相克搾用を
I  A  e

鞠に貰､繊東ず形成･帝動踊れるもの恕捉えられ敵組ばならない顛

こうした欄根健勝細腕風紀坪数あま濃艶忠常､で乱費の個入府昭動転触)と

軌師野な各もの女鹿息られる剛きゃプル-マ-に翻職掌轟く鳩丸的行動恥蜘ぬ如き)

と疫､まず榊より屯､境嚢の轍卸こ軸する鳩軌搬鵬抽象勤k:梶漁られており､登れ恥

親米の政卵鴫の勝野返し麗雛機とした,絶え蘇る形成.削劉納金駿飢産れ愚も根捉え

られる¢プ7レ--･㌢-はこめ哨勘を冬場軌知将ぬ粛･他覚J如托柳i伽かヰ鳩胸

【日日"p"I･m･)nーrJ=済(仙nSu･lld:い…･1･･ ･しい･ -･Ll･7, ,･･･ t･ ＼かご.･Jr亡べ1山I LTit/I.･＼しこJJ･､ 1:

記L･')鳩Jl :> I"野･!･J･･針子日∴riL日,:I-トトt Jt･ ･:-′{ :.1げ､ ･､･･;･･-/ミJ p/ -I l､し･洲):

即‥･叫憶軌で兜括するも根してではな宅.機動主)-･-I-1露軌　玉,き

叫機執幻-ケ-仙川軒軌最と漣曳ず推硬L,て禍くものを竣離池酬潮£なら

ないこLJJになる.

姥そ滞貨劉=緋､て机上紀の醜い21!の麻轡は唖園容れ･訂摘串プル加で-紛レン勘巨j

針棉蕊将周論に捌1℃臥忠敬鳩｡/た臍凱鈍麻々人間蔓こおを､て､細馴こ取り変わきれ

'こい番場叡それ壮健翻当機濫作熟知は=細魚酌め7踊呼ばれそれをプル-マ--･乳首自

己細喜作胤93弁鑑し如､犠シソ幻考汐ッタ細瓦終勘録-印舶L細野且納れ) k､鳩巴栂

濫酌勘の倉勧-るJ'Vン頑約摘観覧確執録如鮎鮎i線状i緑のニ-3に永別してい翫

Iu!･) :･~′･ー).,L/ ･小柳…､川熊!;LI ∴ ､ト･(,･J･こ･ + ;純･･,･会L:･l･,･く･-い､ゝJLiい…l脚･]-llI∴･

ともそしで軽骨瑚酎牽舶＼ミt細線う閥意味㍍/靭デの権軌くり馴r赫瓶紳t郷地さ

と園轟なも伊>女している｡とはいれ本魔での髄鞄の練乳後者の栂耶鯛には,より濫敵:

揺～発だ犠庶味シンポ叫が成酎一己やない確主47g･㍉車臥琵搾周に爵卑している隅々人が､

各々自己相生作用の潜み愈通じて､有離ミシン釦鴫成立奮せようとしているシン剛ッタな

額茸搾将を,成凱た葡穿醸シンボルを媒介として緋｡れる閥普醜シン薪ルの鮭軌と問魔

のもGほしでのシンボリックな柏甜潤､という二つ63シンボリックな相互搾用が含盛れてい

-＼一望5トー



ることが明らかにされた. 7.ルーマ-においで､ T吐息j (r人間の社食i thuln帥由亡軸yn　と

捻､シンポ翫′汐な相互梓用めト本来的形態呈i悦鳩抑)からなるものと撮えら払､その軸足

作用Sr･､ブルーマーは､ rジョイントr･:'ションj lJbin【_&cliorT.)ない1Lは7■トランスアクシ言

ン､J (tmlSa〔tion)と呼んでいるも架は､こq_)本灘的形態としてのシンホリ_～/クな相即乍用こそ､

l二記の｢軒斎味ンンポJL,郎梓川寝間義のものとしてのシンボリックなm.旺作用に他ならないA
IL    t    I    4    .1    A

いJ','は､ I.十ルーマー-Lにお.いて､杜食とは.､そう､したジごjイント･アクシ11ンが､適時的共時的

に相互に斬り落怒りたもの凄.捉まられている秒費の斎藤で､プル-マ-蔓芝嚢を､常軌:.約号夕等

イント･アクションi･は､杜感この†駄本的判れ　と1ーて総軍づけちれていた0

-7'ル一･一マ一にこ鮎いては,ジslイント･ 7.I/シilンの形成は､シンポリッ･Pな相即乍用におい

てなされるもの封革湧こもれてい翫一頑なわら､シ㌔3･/ポジ即gな柏蕊終紺を通じて､竜の本来的

形鯨であるも･)-YつのシンポIJックな相即ITi)fl (ジモ1イント･アクシ三!ン.)が形成されるもの

とi従えぎ}il.ていも｡ここでンンポリックな札Ti:作用とは､ブルー-.･･-においでは､ある｢舟板

EH (郎治t湘‡糾軽前と､その身振りのr禽勘宅加納触感に射ずる-りg)尿応鳶露篤批きれてい

るh　さらに身簸て日渡,それを魔癖やる着き:､牽れが剛チられる者との溌離こ射して普嘘を持ち､

l~朴=LEl(こ対し･て身取りが同じ患味を持つとき､両者.lJ仲立に樫解し合って.いる､と1ルーマーに

おい■nLi肘丸rr:,iしている｡こ(/日柵.7JIに理解し合っているJ状勝とは､プJL.､･一一一T-＼､､･においては､

個冶人の間に了打者醜シン動レj k榔1批榔L柳崩戒ないしはF紫適齢鹿妻如く肋柵附触敵組最

が成鋸〆ている伏線を濠嫁している｡また常澄醸シンボル,が戒鹿している状態と軌　より正確

には､繭や九が､各席の顔離屯尉宰相を通じて､そこで鰹節されている身振りに対してq嗣-
4    +

の食味を川与･TLJていて.状態を拍していたt､ジ･_Jイント･アクションは､この有意味シンボルな

いしは耗漁g:)麗塊が成立することにかつて野砲になるものと､プル-守一においで緒艦えられ

ている缶をうした洗場の鰹藤枝､鶴付人が､由邑細互棒鋼のり形噛とし､℃のT考慮の考軌(t曲i喝

iT.ir_()也CCOUnt Ohaki)1ginLo九cceL川1･JをW.帖しっ･つ､ Tiいにr細事の観点｣と!､相手のバー-スペタ

■    ■    ●    ■    I

ライブから見た由剃5身の観.*.Jの双海教適切に璃樟(憩定/頼朝･濠耗)したと削このみ成
1   I   I   +   .

立さ､るもの,f:糠えられている戊渡た､髄身長による.孝膏した二つの観梅の清悌な杷撮姥.,そ
■    ■    ■    ■

の極太が,皆記を取り持脱ぎr他者たちの簸軌　から､鮒も一つで､磯舟ぽ)解釈の遥農が鹿轟の

路機動､首　磯化慈ねた緒舟の敏軌う　を纏摺し､そうした道具によって､その解釈,渡親を

カ剛ヰけちれることによY)可能になるもLr)と､プル-}マ･,Vレにおいては捉えられていた｡薮た､

偶･1'!人により作1).出されたこの水油tT)定､縄によって､ジョイント･アクションは､ ･その規RFl

洩･蜜溶性･稗聴糠を保障きれる､とプル-マ榊において絃捉えられていたD

第3翠においでは､上記幻問い鋸の解明が鹿腿されているや　プJi-マ-は､ 〈-ガで､教会

というものを､親身人によや作り出されたl糸適の定畿lによって､その規則性･資産性･串

-宝島2-

鑑他を保障されるもの七捉えつつt)､他方で､社会&･､,多くの不確定の可能掛=._も附かれてい

るも鞄と線鬼でいるhすなあ亀､不凍鑑鑑や偶然性や菅瀞悲ぬ許容が､牲余的､うもめ(ジョ

イント･Tクション)が持っている､その毛蟹な特徴とLで恕沸され/Lけれはならないこ､とを､

プル･･-マhF:1線淘している.､では､何故にそう考えなければならないのか,こうしたことを､

柑己相互作風j概念との絶間たる結びつきU)もとに明らかにするということは､すなわち､

粒迂瀕最雅邦輝澄ため簸珊*.る続竜野や喪群?もとにも観嚢を析癌斬る汐かイントーアタションrめ

規則牲･賛経略･柑起性が維持され掛するということが､碑溝.卜.不■i叶能なことであると雷,:-

こと奄執鼻釧=-せ患ことを寮映せ電車塵燕ず希なら軌藻場の配線が維持容れ瞬狩る苛r鍍鰭が

簿経吊等ないこと凱　由己相盈緒用概念とぬ関わq3のもとに明らかにすることを澄醸せるB

プル叫,守山において. r激逸G)鮭漁)が維持きれている親地衣は､ずなわ曳,､個々人の鞠に

摘常味シンボル)が維持されている状搬穀倉味していた.また､その状態を･プル一･-TWは,

lある身撮りを提示しぐいる人間が､その身振りが糾､ナられている他者と同じように　洞じ兇

カで〕自らの身振りS_･見ているj状他と捉えている¢　こうした状健が維持され綻け=:Jた桝こは､
●   ■   ■   ●    →    ■    ←

身振りを凝添してい愚人開披､をの身凝野が郎すられている触瀞を､ある-鮭の私淑で鳶の身

触りを見ている他者として､白･a細則下川を抽じて､榔駅.慮鍵し,か-_)そうした解釈･J&'轟

が爵当なもの'曽あ野練柑な卓^3れぽならない｡ところがもそうしたことを不野鮭にする称性が､

二g)他者に柑ある尊

先妻･=本歌葬蔓草漕明らか接されたようにゝプJL,-マ-iこおいて捺､ある儲丸を取り巻く　r赦
I   q

界｣ (wlyld)とは､そL7.1個人にとって,I_日射軌(ob如i)からのみなるもtJ.)と捉えられている.て

それ故､竜乱入とってC') r他者Jという二Ts:在もまた､その恥入にとつてのr対軌の一博上して

位艶づ､iすられていうことになる｡ところでr対軌とは､先にも鵜したように､個人かある-､=一

恵のパ｡,--スペ身ティ列こしたが-3^e知覚し喪: (すなわち,由邑極瓦搾用を墳じである　一定の愚

昧削鴨し漁)､場末の牡勘のある-磯の鍬分数掬骨から､極傾きとは.～ -虜で細入によ-,

て知覚されたものであると網時に､他方でr現東の牡恥のある一定の恥分でも,あ')組りる､

ということになる恥弼轍に､他動　という存在もまた､一叢等き骨の傭人によLd)て知濫きれ東

ものでああと閑職に､他兼で､ ｢塊第6Tj舷勘のある　寮の額分でもあり披けるt　凄こいうこと

になるG　で揺す考の1現業の舵罪｣とは如何なる鮮麗を有-iるものと捉えられていた13>れ免

に筋1常で明らかにされたように､ r現実の世界｣とは､取入によるその他界に朴する解釈･

定跡こ対して.いつでも【語り返しJ Lでくる可能性を杓った存lrと櫨えられていた｡甘た鱒

人は,そのl薄や返し)を親機として,自らの解釈･露盤U,)&'･当性の如何を知ることが出乳

その給濃として､自らの解釈･患幾を修濫することになるC　さらに､そうした憾り渡呈,一再ミ
∫   ●   I   I

生じる呼縫性がいつでもあるが故に､麻人が､ある一､-麓の解釈･定盤を､妥当なものとしで用

--?l53･-



い挽けることほ､寮東よ､不可能なことと艶えられなければなら或組､こ達になるやある鞠兎陪

Iと.つてのl地帯｣という存採寸一一また､その粗食の件界Q)騨城に位濃するtlのであり､そjl.故､

偶人が､その他者に軒Lて行-つたある-､一定の解釈･定義を､薮当なものとして用い掛すること

もまた.不可能なことと捉えられなければならない｡他者が帝つこうした特件.を椿さして､本

論隠､他者の怖可乳性と強付け兜町

i;i､1-こここまでの諌娘を略ま.:tるならば､次LJZ)よf.･に桔恥づけることができる.t　すなi.)ち､ブ

ル-呼叫のシン溺汐.y夕梱鑑確月一輪において批　㌻塵適の澄鹿jなるもの感も救鈍を芝維持凄艶紙

寝巻ということは､審寮監革噂蝕なことと捉えな移抽諾麗ちなも烏晦娩なら､東通約数敦盛ま

維持され故けるためは勘身綴りを愚弟している入関軌､菅の身摂哲が痢けちれくている他者を､
i   I   I   t   ■   ●   ▲

あ愚WJ鑑的見方で覚の身掠T,資格でいる敗者としてt E自己粕義工作用j密漁l;環､解釈t経親

し､かつそうLt.腺釈･定義が貸､当なものであり掛†なけ1.日まからないが､解釈･定発される
I   )   t   I

そ蛸吸着を.=は､いつで転をラした解親･憲轟に卸して｢語り塩しきす巻弟f能性がある､という

特性があり(他者の[不和祝｣性1枚篭れ赦､そうし亀細歌･盤轟が紗3Eきれ蜘紺しぼならな
+     I     II    +

い野能牧がいL,dlでも滞在しているからであるか

終審において枕､解1凱第芝寮､瀞';5針だ明らかに酎Lた､プ舟山増山の｢勧酢蛸こ愈l観

凱凍教師こ翰貢藍する検証車扱としての. T行為者の観点責Y;鵬的軸軸川戸伽絶如r)から卿アブ

か′才にノW,いて.鴻磯が翻かれでいる群

夢線粛L琴､第2翠､第3寮e明らかにきれたのは､れレ-マヤーC^相ンポ13 43タ相互沖縄線

a::･㌔寸-I･ちペク亨イブから捉えたr融的社会J観q)内箪であるが､掻夢増るならば, rシンポ'jッ

･,I/.な恥狂梓川としてCL:)社台｣くso'J･itAy札ぺSYIn仙i,: illteraf:t仙l)といJTJブル---マ-LLlのよく知られた番

現からも漁かるように､プルWV叫をことってr扱桑j　史は､漫ず餌よ?)も､丸岡駒の社幾的樽

!t作用(そoこ)本射yLJ形練がトラン,7.アクションでありジ7'イント･アクションであ--つた)が折

り娘なりたものとLて捉えられていた｡したが〆代.プル-マ-a)かンポジ:･Jダ相克併用翰に

おい､C臥社会的相克搾糊とは､絶食の基本的海亀紀昭也ならず､それ故に､その鹿本的単椎で

ある拳j魚的柑jLI搾朔日､ラン･～A'iP汐シ{労ン/ジョイントアクション)魯研究1拍L淫､ r人間

tpf/撤･魚J恥rn的抑痛めというものが搾り､それ額藩の性質が明らかになるやこれが､プル､-,,

Y7-がソンポリ.),ク紹藍搾掃鈴という患^鱒か巧さ党でた社会に射す愚鑑税であった架本致第1

乳第2乳哉三l寮の緒線輪によJr9明らかにされた社会蘭相克酵用把裾を濃承するならば､そ

れは孜のように捉えられる｡すなわ号さ,社金的線引賢用とは,そこにおいて,貰1､に細等が不

可視的な存麗となっている僻み人が､各々の日己碑射撃潤の一対鳩としてのr考慮の琴線｣を

鮮使レT)つ､ ^互いに鳩草の観点1と　鳩帯のバ-スペク㌢イブから,Rた疫分自身の･観勘の

讃鷲方を凍り食う(蔽線L合う)過桜である.と楳えられるqすなわち,そこにおいて､額hA

-?,54-

敵機感の考敷金館捜しや訊細筆が叢将ような観点を持った縦である範鳩目機等の観

釣上澄酎8拳から兇て､軒舶身捻13わのよ摘観濃を掛ほ跨産と堆見られでいるのか(r細

野紛ポー弟ペタ賢才プから鬼無際分由身の観鹿追&,い駁このニ/淵紺を絶えず激変搬

訳解憲厳し脅わな綾乳ばならない､そうは過雅として姓釧細翼揮用朗色鞄するこ餌場

来る{またこrt'いに相手がイこ･･3tRmrlTTJtとな′Jてい･i',が拙∴必如･t)に別々人は､耶･郎′た

馳な葛藤鈍る03暦あ野.小菅洗練に､革め棉蕊鮮塵紘漉先ず港廓を曲解な宅番れ翫:ニ紘汎本

敵から煎られ艶粗金納車蕊摩周艇壕紬やたキよこ鳥取ダ--･ダ-甥シンポやツタ細笈麿確

執漢学革たこの鍍金的柑登畔済把握軌観の方漁凝結おい摘憾餐概念摘牽n細音痴g C肺噂たき

の畿噺こ入る壕さめであり,誉れ配当銀この細蕊曹糊杷軽乳母こより商締約は腰除を構成し
I   J   IくP    IL   r

てゆ宅そU･欄軽として自噴祝-祇対祝されるべきものではなく､ ･菅の粟当健敏親身別鹿の経験

1/..こ　ここ_ I _I.I I _: I_.I ∴. I . ･ I ･ . . ･ ･ . I ･一･ ･ ･ ･ ･ , . . . . . . . . .

的せ界の個鯛手冶め敏鰍己親電轟〆て､牽うし恕碗車測,･[の鰐例が掛つ､僻年別禅の独細線引
●   ●   ●

き出すという形で､検証されなりればなll'ないものよ:なる.

1'.JL･1-'.I-は､ FL:=tlTi･'･､とる･･:､む即Jt的碑.ii J'lJ､ i･ l ~･･: - (汁/LJ･)1第.Tk ErMtL.r..hm ,n,仰y:

線を聴徽している･が､費れは･プか-呼一一によれ軌r研究の拒射たなる観念と液卵守観察と
t   A   1   ､■   ●   メ   t   .●   jFL

C糠漬潤ない相互摩劉(-舶湖廟舶榔ii脚轍聯鮒如如蕗Ldea6 ,,md甜叩純扇｡bsQ,.湖心榔施,

研究者が寮級することを紫碑するも際であノ漉せ執務するな削ぎ､由艶的搾東と軌経轡的な

観察遺憾じて､地か軒､研究者が野党対象につい｡磯も､ているイブ州がないし妹終級凱磯

鉦り匪訂し'C'ゆ宅営みを苛晩しているやで臥研究新患如附こして､そうし闇象鉦幣駿酢酸行

うことが出来ると翻叩､-Jr-陀捉えているのであろうかゎ換爵するならば､研究動恵糾剛こし

て､自らのイメ-ジないしは放線が漆当な鮎のであるか密かを知ることが粥糸巻も船と捉えら

艶で払､る蹄であろう紙プル-マ､-はそれを､櫛死対象である才鍵敵的牡動転印P純如0.1朗

から研究者のイメ-ジや簡親に対して発せられる機杭j甘由就きないしは憤り漉しJ如拙Inck)
ヽ､

(機密的袈鰍‖n骨群iv倍鵬珍摘発鰯を挙がかりとしてなされ碍軌としてい軌

では､研究者が､上記の絶食的確亙作用紐轟匝ンポリック殉教作用鞄のfル-トイメ-

汎む憾-r姐師銅を分燐縁組みとして採用し｡その上で､史紀の賠紙的探求を行うとす紬雷､
一●

その餅兜潜卵那珂なる粛漁馴elな窺掛こな-:7ことになるのれブ}いず-が幾弾ける鳶の鹿蟻

が､土沢のr締為者C賢観慮膏は感抑托川棚をa如r)からのア須3--割二櫨ならないお頭な如軍?～

プか-マ一によれば､シンポ')ッタ細嵐降職凝沿ル-トイ2LL-ジ数分断線組みとして採用し､

その上で､由鉢的帯食を杓うとすれば､酢寵脊軌必然的に､昭海象和親刺からのアブ田-

チを行わなければならないことになるという.寺本砲終掛こおいで妹､このアプロ-亨を袈際に

蛮行するに際して搾う､騒間藤欄圃賓離ニノ抑1℃孫娘が展開されているp

まず,傾働観軌(-∫馴-1桝こ汲珍なも倉めるか酎､､という絶息についぐ秒昭為省の敬

一芝55-



点｣から1')アブu-チとは､約言するならは､研先番が,総会を研究するに黙して､ ･それを称

成する　r行為帝Cr)立騒｣ (.posit･iLl■lOrthe叫or)から研究を行うことを､損爵するならば､そ

の所為′寒の役割を取掛斬ること数､胡死者に婆婚するおのであi3監ところで､プル-守一に

おいでは､こUIT･ r行為膚Iには‥大仰個人のみならず､集Flもそaj範頼に和さめられている.

そのことを開示するた桝こブルーマーは､いLi'Llま､ r行為者｣に首及す空目こ府して､機動恥

i;(ll iat.‥ti叩L･nit.) ;:いう畑紬を･用いていもや　ブルー-マiLT.よれば､この括融蝋伴に含まれている

幻が,人間蘭武で轟融射･FJであれ､そうした藩動暴投の行為凱脅し宅､誉れ緋を舘尊顔歌の

凝綴幻所産k授乳ら紘勧きればなら如､鋲客数牽艶舷に社歴こに潜まれ老い愚qjが太間瀬丸で

朗も､飽田であれ.研死者は考のr括動単線の牧割恕取鱒巨軒番か､きr督熟潜の観劇から

のrプロ←L､-チを実行Lなければならか､Uこれが､プル･--マ桝の立甑である｡とは_いえLこのi'括

軌単位jに熊田教も畜めた場軌研究者にょ碁､骨沿銀閣食伴の磯剖漁港が細何にtL淋て習練で

あp5かに･′ついて､ 7'ルーマーは鋭神的･体系的な説明を用削..得ていなかったことが､本草の

議論の終発明らかに容れた｡肢藤の紡乳l行為瀞の轟鮎勘かちのアブ田一筆を寮行宮がこ酵
t   I

しては,その晒為輩1日活動聯舷JJには､九開銀).滅私を食める叫さとする鶴論が鞄出き

れた｡ ､で臥考も守も晒為潜の観融を取得する､ということ疫裾野なる番線を蜜蜂してい
I   Jr   ■   ●   t                                 '   ■   ■   ■   I

るのであろうかt　それ私あY)のまま扮行為磯抑観点をダイレクトに取鞄することを蜜味して

いるのであろうかゆ孜に華の,点について誰鞄が儀開塗れた｡

舵に､自己捌転常如､う-丸の人鞠に広がを社史的柏瓦作用が常潰れている起し患う哲鹿抱

卵奉られた知見を椅まえるなら軌そうした相互榊削こおいて.二九線各舟場己相克搾用｣

の　灘健としての場数の噂軌を行いつつ､温いに鳩車の観勘とf細筆のパー､ス戒,･1

㌢ィプから鼠たまは由身の観劇の双海を耽り食やているや忘,ン酎毎夕機宜作用砲のパ-読

ペグテ,(プからせるならば､枚数的相貰削捌こ参射ノている由己k線番狛恵､齢､に相拳が不

可視的な存在となりでいるもの､と捉えられるn葱れ歓研究瀞が､そ慧した捜索的相済作用を

｢守欄者の観慮よから明らかはしようとす･5際に駄当然ながら､櫛死者は.敗会的細笈作用

においで､技監捜他者の9滴を､他者はを護説の内蔵を.本当のところは把擬しきれYThいない壊
-   1   I   .               .   .   I   )   .

魅にある､という痩綾上の荊鍵をガ藤娘的な前轍机′捌き据えたi:で､牽うした噺復号二見食っ

た調査寿鮫を探らなければならない=とになるサ　㌢なわら､ある楓丸の内狛湧あく薮で薫の傭

人から引鮒ほれなければならないので巌的,その聯人と相互呼用を潜んでいる穐者から剥奪

鵬きれるペ争奪)のではないn　とはいえ､ここで渡れてほならな,～ことは､ブイ-ルドに閉鷲に
■   qLI  Jy

入る研究者という存在もまた､そのフィー･.-ルドにおける一一人のr行為者)に他ならないという

姦踊れである｡すなわち､研究者による節蜜研究という腎削,また､しっの解釈の過勤に絶

なら軒.それ故に研究者(湘窓都　と桁親衛機密対象都　との相互鮮臓もまた､等しくシン

-.256-

ポIJッ少な相L耶官用の範噂に入るものと.捉えられなければならないことになる｡であるなら

畝額密勲ことっ首も濠鮭､恵め九の投激変取解しよう洩患っている狩為宥掬象番う軌不

可視的な存在として存在しているものと捉えなければならないこ心こなも｡その昔味で.､研究
+   +   ▼   I   ●   I   +   4   I   4   Jt   +   I

者紙よるF蘭為馨の観劇脚取篠か弓常み練､菅の磯点のあ99才濠窓の碗教ダイレグト綜聴

構することを患味しているわかではない亡そうではなく､それは:I.働森野の解釈過料こ封す

る研究者の解釈漉凝招帽雌鵬的ctlOn OF柑朋帆etiqI感でしかあ哲弼な施㌔で臥篭め解釈嶺艶

紛絡巌択一でゝ研究瀞が野郎削=/射し雷適職した､管U,)解釈や麗鵜沼亨儀藩の磯勘に聞耳

･5研究者の想定)の梁当蛙の如何は一如抑こしてはかれるのであろうかo別雷するならば､研死

者揺そ戯樹象密約解釈適粗に射す各研究者穐解釈通観を軸榔£対酎たし滞るQ:･紙鰯二鳳

たように､ブルー7-は,研究者によるそうした解釈･定希の碇当性(･)如何を､ r捉艶的世外I

からqj噛り返LJを芋がかり･としで繰言正すLることが.tli来るとしているが､ ､ぐは.そのIL謝り

返し,1をどう処理し､どう自らの館林･定義をItk強い練淀いり1,α..tい(Jr)かが､牝の純明で

は明らかにされているとは削､難い.そfj.)横杜の進神を蛤定Lた上で､本論の鵜砲より･折出さ

れた絶食的細濫搾糟杷擬を経艶的に級数する£ bが､われ糾L蔓こと.ny:の卑綾の範州の教務と

なることが㌧番鞄の轡病の鮮魚､明らかにきオ紙や

論文審査結果の要旨

奉練文略､戦線のアメリカ故意準の梶野剛こおいて､いわゆるシカゴたyシ沼田ジ-の粥鮎を

強く経ったと容れるハ-ノ払いブルーマーのシンポリッ郎臓三拝用除に観られるr軌的社剣

戟凱欄丸と放棄との閑職という紋鹿等ぬ税率的テ一例潤して再考愈統みたもので鼓動
Jち

食掛護岸乳1 -才3乳勝夢で構成連れ｡プル-ザ-の鰍肝枠組み朋も郎奉の騒関を内赦的か

つ渡合的に追う独文連体の聖鮎なスケルトンに加えて､ :/.lJL､一一7-のシンボリック相身作肘論

に解せる先鞭研究超潮に九一漕塵軋それらについて瑚碍潮な批率傭整序の土に鞄を駿閣して

いる...

棒寓ではレブルーマ-のシンポi)ッ浄相克作梢漁がいわゆるrシカゴ･ /レ帯せンス｣の,-潮

流をなし.並みいるシンボリック相乾作用漁の総革派のなかでも､その勧寿健､体系橡のゆえ

に塵壊し餌鑑麓を古めていることが櫓機され翫そして率碑文が､そうしたアj轟くマ-のシン

勘ブック細封や網漁の分解枠組桝こ焦点を据えたものであるものの､あくまでも-Jル-マ-め

思想に依飽した､ぬらのシンポリSPダ印鑑酵好機をW,壊したものであることが強調登れる中き

てその上で､ 7'ル-･マ-G)シンポt)ツ//鮮圧ffL何輸を_. rEl己相互作用j概念を柱石と:して､

-宕昆守-



梱太のr社会化ム個人をこよるH,･魚形液すそして放会再形成紙即し苛換赦し､併せで鍵歌的地

準-の潜池の可能性を貰ぐるうとずる木鉢文の激親と矩祭9軒が開醗凄艶る娘

帝1倍では､ナ;･L･-T-のシンポr)ツケ相二互作用論の概念的柾石七なっている(自己相瓦経

メ廿)那.仙骨とJ:)社会相f附i:作用i_･個人に内在化させたr解釈の過柊.Iと同義で恥､られてい

ることが指摘さ11･･'J｡そして､ブJL---マ-U.)シンボリック柏､即乍剛郎こたいするJレ<.(スの主戦

塞幾耽裾ご東独するという群でYまず(濃嶺の詣閣鞘と巨船総きれた緒始め故等削如鱒

二T･･つL'.)解釈枠組みに慮壊す:-5ブjL,-マ･･--のl社会化.I軌息が軽茄さ寵､二の概念を軸にして､

閥Å銅f界との開削が丸間による酸堺を現実め魔界うに姐もする咽配線互陸別を液じ

た解釈･定鹿毛常嫁称各/知蘭)に腹筋きれていることが呪ちかに各紙卓か　しかし､このヨ厳

人と他界とLl･)開陳)は､ブ/レ-マ一にあって拙､個人の鯨坪･定轟によケ･r｡､一歳的に輯粧され

･<5紬､きではない8　号硝h複LJ汗-くタ･パック)を通し己､欄人と披節との関係｣は絶えず

形成･酎勧混射しると捉えられるのであ翫そしてこのi廃人と敗勢との餅勘把艇に巌づい

て､プか仰山のいう　個人的常軌が閥軌皇小物鷺い-･軒撫酌山鳩練｣如もうプu

ヤ:くをLt:濁していくもcT)であ>1')ことが確認され1Jv

解;ミ寒で私用に芝糠薦陣勘の介在する徽喪的酎i-作剛であ愚FシlLrポリ3～タな相貰

作用jが､仙人による比嘉)7.手織という間鴨印判にしたがって､ rジコイントアクションh r鼎

適の旋盤き堺の艶急襲笹を駆使しながら説明射し董卓74なおも藍二哲軌｢轟音舷ジン覇ル釣

煙鞘と開銀であるンン射3ツタな佃煮碓用の保養的形態｣ -ジョイン‡-ア汐きpr望ン,が二

滴冶九が各々の用巳継偶作剛鋸藤じで､そこで堆添銅喜.でいる身振りにたふ瑞で､同人-潤

露輝教相身している状鰭､つま哲　r粒麹の寮鮭jの成蕊を介して暇威されることが明らかに奉

れる､一%してそうした悌適の夜勤が､鳩邑細遜捧鞘掛-髄液としてのr脅藤の萄軌

を遊勝な塀とすること､抄愚がえってこのr典渦の定軌によって､ rジ男イン妻,.アタシヨ

ンl捜段ちの規則性･資産性.鰐起性を保障されるという鹿が.ブルーマーの麗張aj腫日をな

しているときれるgJであ翫

しかし､指摘紬.患ようなぎ裁漁の敢艶寺は､永線的に維持慮れ挽けるというものではないs

第3寮で私それが車乗ふ不可能であるこき･が鞄革のr不登観日繁馴鹿も/て考察射沌与プ

ル}マ-によれば∴弛適の在韓‡が維持され続け別二乱身嬢?)を鼠示している入間が､そ

の身綴りが向けられている他者を1ある一定の見方でその身振りを免でいる飽音としで解釈事

定轟する必野があり, Lかもそうし緑野釈･鮭漁の爵当橡が陳持され融きればならないが､解

釈･鮭鹿がなされている他者は削こそうした解釈･金歯にr放り返し1ぐトJJリミッタ)チ

る可能性を有Lwrおり､すなわち地背約F不可挽｣橡が存在しており､したがってそうした解

釈･定轟の鯵正がいついかなる時も堪り得る､という｡こうして､社会が絡形成されていくプ

･L158..

ロセスが､それ自体､ [自己相互作用､1のダイナミズムを･示す､ r緬り返しJ -他者のr不申r軌

椎を介して釈明されてい(のであるや

さで終馨で練､以上のプル-野一紛三㌔ン丸顔リア離萄蕊作用鞄におけるr軌的社会｣観の暴風

に妖産棄番方法論鉄拳潅J感嚢観患J辞地学ゴ9-さこ腕骨壌ものであfj､したがやで､そ

の凄当性が演拝的壌静に射滴していくやり方ではなく､経験的世界の鯛別準例に卿して､その

帯鰯のt)つ生みを浮き彩りにする形で棉純されなければなモ〉ないことが指摘されるBそしてこ

うも′た緒嬢犯延鹿級とにおいq:､プル-マ-鈴音顔然的棟数j鋲､せなおち経験櫓な概観を通

じてヾ絶えず､研究滑が研究史順について抱いてい.鷲)イメ､･-･シないしは弛興を様相. ･故訂1.,て

い竜宮糾こ熟む唖鹿野しが経が触る湖つ蒙るところ､研究者による銅盤研究という行為,換鶴

するなら､研究者(嗣査着)と行糸巻(_洞､速対敵割　とLLr')柑馴乍.fTlは､シンボリックな和'即.ド

用と潮簡約であり､ r-つの解釈の適性jに絶ならないと容れるのである切

払ム泰給食の澄幾は､ ､薮轡酢シンポとlッ//確定将灘除』のみならず観酪斬る蟻喪な学卑/罪

トを輔だ:くサーヴ土イし､かr･)先師研究に.たいすも周到な検討q)作業恥画して. =f"Jl,L-マ--の

シン博一3ッダ稗g.仔細編にお狩る協約散会巨艶の変体級に迫っている慮!こある由その級, r終

り麗しh rジ漁イントアタシ詔ン1､才葛藤の考慮j噂の織機激を離礁して､ぎ菌己綿射撃将i

のダイナミズムを明らかにしているところに,本鴇文(I:J線色を組めるこL･ができる｡いずれに

せよ､澱鹿渡は､ブル-マ-幻シンポリッダ細蕊鰐頗鈴を芸たいする現解に新しい教発敏廟えで

お琴､斯界の学問的発巌に有年てるところは替わめて欠如､之.いえる々

よって､率独文の健也都も蝉｡上は撃)紺掌紋教授鞍されるに十分な袈格を審せ射'約と

秘められるU

3:Y誉泊
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The Errata of "Introduction to a sociological perspective of Symbolic Interactionism(3)

(The Summary of a doctoral dissertation, Tohoku Umiversity) " KEI2nIGAKUIRONSHU～ OF

RnGOSHIMA UNWERSITY (No.54) et al.

Tsukasa Kuwabara

Associate Professor at Kagoshima Universlty

本論は､ 2001年3月に鹿児島大学経済学会『経済学論集』 54に掲載された論文｢東北
大学審査学位論文(博士)の要旨一一シンボリック相互作用論序説(3)一一｣ (以下､
桑原2001年)及び2003年3月に『鹿児島大学総合情報処理センター　広報』 16に掲載
された原稿｢編集後記｣ (以下､桑原2003年)の正誤表である｡筆者が､小学校6年生
次に受けた暴行罪該当行為の被害
(http://ecowww.leh.kagoshima-u.ac･jp/stafm'uwabara/problem･htm)に起因するPTSD及び2001

年の　7月　に受けた窃視罪該当行為の被害
(http://ecowww.leh.kagoshima-u.ac.jp/stafm(uwabara/I 10-caption2･htm)に起因するPTSDの完

全な克服を目的として公開するものである｡

くく凡例(explanatory note) 〉〉

本論においては､以下のような表記方法をとっている0

上欄外東北大学審査学位論文(博士)の要旨 

右側 siとは(-上 から3行目) 俚i�B� 

下欄外3頁 

1

該当箇所(co汀eSpOnding section)

3頁/右側/上から3行目
誤｢Siとは｣
正｢SIとは｣

なお､文中､ ｢--｣は筆者による中略(snip)を表す｡
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くく桑原2001年について〉〉

該当箇所
表紙/論文タイトル
誤｢シンボリック相互作用論序説(3)一一東北大学審査学位論文(博士)の要旨一一｣
正｢東北大学審査学位論文(博士)の要旨一一シンボリック相互作用論序説(3)一一｣

裏表紙/論文タイトル
# r (The Summary of a doctoral dissertation, Tohoku University) J
jE r (The Summary of my doctoral dissertation, Tohoku University) J

69頁/論文タイトル
誤｢シンボリック相互作用論序説(3)一一東北大学審査学位論文(博士)の要旨一一｣
正｢東北大学審査学位論文(博士)の要旨一一シンボリック相互作用論序説(3) --｣

70頁/左側/下から8-9行目
誤｢｢他者たちの集団〔(補注2))〕｣｣
正｢｢他者たちの集団｣ (補注2))｣

71頁､ 73頁､ 75頁､ 77頁､ 79頁､ 81頁､ 83頁､ 85頁/上欄外
士)の要旨｣誤｢東北大学審査学位論文

正｢"東北大学審査学位論文

76頁/右側/上から17- 18

誤｢｢活動単位の役割
正｢"活動単位の役割

77頁/右側/下から1-6行目

の要旨"｣

を取得｣｣
を取得"｣

誤Ir東北大学審査学位論文(博士),桑原･･-2000年｣
- [桑原--2000年]｣

-2-

正｢東北大学審査学位論文(博士)

77頁/左側/上から2-4行目
誤｢･･- 〔, ｢〕 -- 〔｣ --｣

正｢･-･ 〔, 『〕 -- 〔』･･-｣

77頁/左側/下から8行目
誤｢引用]｡｣
正｢引用した]｡｣

77頁/左側/下から4行目
誤｢桑原　司,他訳｣
正｢桑原　司,他,訳｣

78頁/右側/上から1行目
誤｢参照]｡｣
正｢参照した]｡｣

78頁/右側/下から7行目
｢(背表紙記載･-･｣

｢(ちなみに､背表紙記載-･｣

頁/左側/上から3行目

>を｣
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78頁/左側/上から14行目
誤｢｢〔引用〕頁数｣｣　　　　　　　　　　　`

正｢｢〔引用及び言及･参照〕頁数｣｣

78頁/左側/下から18行目
誤｢｢〔所｣
正｢｢〔引用及び言及･参照亦は所｣

78頁/左側/下から17行目
誤｢頁数｣) (例:｣

正｢頁数｣)という形式で行っている(ところで､｣

78頁/左側/下から15行目
誤｢要旨文学｣
正｢要旨　文学｣

78頁/左側/下から12- 13行目

誤｢を参照｡)という形式で行っている｡｣
正｢を参照されたい｡)｡｣

78頁/左側/下から11行目
誤｢(例:｣

正｢なお､｣

78頁/左側/下から7行目
誤｢を参照｡)｣
正｢を参照されたい｡｣

80頁/左側/注5)
誤｢非物質｣
正｢精神｣

81頁/右側/下から15-20行目(2カ所)
誤｢を参照｡｣
正｢を参照されたい｡｣

81頁/左側/上から8行目
誤｢桑原, 1996年a｣

正｢桑原･ 1996年a｣

82頁/右側/上から17-22行目
誤｢〔｢行動--という｣ -- 『社会学小辞典〔増補版〕』｣
正｢〔『行動--という』 -･<社会学′｣､辞典〔増補版〕 >｣

83頁/左側/下から5行目
誤｢その他の｢社会集団｣に関する概念｣
正｢□その他の｢社会集団｣ (social group)に関する概念として以下のものを挙げておこ

う｡｣

83頁/左側/下から4行目
誤｢-｣
正｢□｣

84頁/右側/上から19行目
誤｢-｣

正｢U｣

84頁/左側/上から1行目と12行目
誤｢-｣

正｢□｣
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84頁/左側/補注3 )
誤｢｢ソーンダイク･･-｣ ･-･ 『社会学小辞典〔増補版〕』｣
正｢『ソーンダイク--』 ･-･<社会学小辞典〔増補版〕 >｣

85頁/左側/補注4 )
誤｢(東北大学第44号) (背表紙-･書名-･-･第11集　東北大学｣), ････を参照".
･- (背表紙記載の書名-･･-第11集　東北大学｣), ･-･を参照｡ 〔(背表紙記載の書名

が--ている書物)の-･･されたい｡〕｣

正｢(東北大学第44号) (ちなみに､背表紙--書名は､ ･･-第11集　東北大学｣とな

詣‡ ､至),;蒜笥苧".. (.‰遠`L若畿壷鳶賢哲賃袈㌫盈去讐イ雫豊
については､背表紙記載の書名が･･-ている書物の-･･されたい｡｣

85頁/左側/補注5)
誤｢『文学部論叢--一一』 ･-･掲載の｢卒業論文｣ ｢社会学コース｣ -･･を参照｡｣
正｢<文学部論叢--一一>-･掲載の『卒業論文』 『社会学コース』 --を参照され
たい｡｣

85頁/左側/補注6)
誤｢桑原　司, ｢H.G.ブルーマーのシンボリック相互作用論における『行為者と社会と
の関係』再考｣｣
正｢桑原　司, 『H.Gブルーマーのシンボリック相互作用論における<行為者と社会と
の関係>再考』｣

85頁/左側/補注7) (2カ所)
誤｢『文化』｣
正｢<文化>｣

85頁/左側/補注8)
誤｢｢ハーバート-･｣ (東北大学文学会(編), 『文化』 ･-｣
正｢『ハーバート･-･』 (東北大学文学会(編), <文化>--｣

85 - 86頁/左側/補注9)

誤｢『東北大学文学部の現況Ⅰ1 1995年』 -- ｢平成4年度　地域科学科卒業論文･修
士論文題目一覧表｣ -･･ 『文学部論叢･･-』第44号････熊本大学文学会････｣

正｢<東北大学文学部の現況Ⅱ 1995年>･- 『平成4年度　地域科学科卒業論文･
修士論文題目一覧表』 ････<文学部論叢･->第44号･･-熊本大学〔-尚､筆者が､同
大在学中に､ 4年目(1992年)の末までに修得した単位数は､教養科目"卒業要件単位数
『全』"単位､また専門科目は78単位(すなわち72単位以上である｡なお『卒業論文』
相当分の8単位は転コースに伴い必然的に次年度に持ち越しされた｡なお､筆者の地域科
学科民俗学コースから社会学コース-の転コース(所属コース変更)の経緯については､
次の文献を参照されたい｡ <鹿児島大学総合情報処理センター　広報> 16､ 10頁｡)であ
る｡再度繰り返すならば､筆者が､同大在学中に､ 4年目(1992年)の末までに修得した
単位数は､教養科目"卒業要件単位数『全』''単位､また専門科目は78単位(すなわち72
単位以上である｡なお『卒業論文』相当分の8単位は転コースに伴い必然的に次年度に持
ち越しされた｡なお､筆者の地域科学科民俗学コースから社会学コース-の転コース(所
属コース変更)の経緯については､次の文献を参照されたい｡ <鹿児島大学総合情報処理
センター　広報> 16､ 10頁｡)である｡再度繰り返すならば､筆者が､同大在学中に､ 4

年目(1992年)の未までに修得した単位数は､教養科目"卒業要件単位数『全』"単位､
また専門科目は78単位(すなわち72単位以上である｡なお『卒業論文』相当分の8単位
は転コースに伴い必然的に次年度に持ち越しされた｡なお､筆者の地域科学科民俗学コー
スから社会学コース-の転コース(所属コース変更)の経緯については､次の文献を参照
されたい｡ <鹿児島大学総合情報処理センター　広報> 16､ 10頁｡)である｡〕文学会･-
●｣

くく桑原2003年について〉〉
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該当箇所
138頁/桑原担当箇所
誤｢先だって私は､拙稿の表題を間違えるという大きなミスを行ってしまった-- 『鹿
児島大学:経済学論集』 54の･-･上欄外--｣
正｢先だって私は､拙稿の表題(タイトル)を間違えるという大きなミスを行ってしま
った-- 『経済学論集』 〔1996年7月公刊の同誌第44号､ 133貢によると､ ｢この雑誌の

創刊当時の名称は､いかにも律儀に､ 『鹿児島大学法文学部紀要　経済学論集』というの
がいわば正式のもの｣だったとのことである｡〕 54, 2001年の･-･ "上欄外" --｣
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1 )紀要委員に問い合わせの上､まず｢番号｣を貰います｡ f♭r ex｢No.0602｣｡

2)次に斯文堂へ電話をします｡担当は奥田誠二(営業2課課長)さんです｡
3)原稿は30部が一応の上限となっております｡ 30部以上は個人負担となります｡
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